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松
戸
市
は

」
つ
の
選
挙
区
に
な
り
ま
し
た

投票日

時

午前7 時 ～午後8 時

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

任期満了による干葉県議会議員一般選挙が、４月１１日

(日)に行われます。

松戸市は選挙区が南と北に分かれていましたが、昨年

12 月の県議会における県条例の改正で合区され、一つの

選挙区になりました。議員定数は7人です。

今後４年間の県政を託す人を選ぶ大切な選挙です。棄

権せす、みんなそろって投票しましょう。

固市選挙管理委員会事務局Q366-7386

(投票日当日はS366-7222)

投
票
で

き
る
人

この一票　生かして　住みよいまちづくり（千葉県統一標語）

昭

和
5
4
年

４

月

１９
一
日

ま

で

に

生

ま

れ

、

平

成
1
1
年

１

月

１

日

ま

で

に

松

戸

市

に

転

入

の

届

け

出

を

し

、

引

き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

県
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
投
票
で

き

ま

せ

ん

。

※
県
内
の
市
区
町
村
か
ら
平
成
1
1
年

１

月

２

日

以

降

に

松

戸

市

に

転

入

の
届
け
出
を
し
た
人
、
ま
た
は
松

戸

市

か

ら

県

内

の

他

市

区

町

村

に

転

出

し

た
（
す

る

）
人

の

投

票

に

つ

い
て

は

お
問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

※

車

内
で

の

住

所

変

更

の

手

続

き

を

平
成
1
1
年
３
月
2
6
日
ま
で
に
し
た

人
は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票

で

き

ま

す

。

そ

の

後

に

変
更

手

続
き
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

投

票

所

で

投

票

し

て

く

だ

さ

い
。

投
票
所
整
理
券

３
月
2
9
日
に
三
つ
折
り
の
圧
縮
ハ

ガ
キ
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
し
た
。

裏
面
を
は
が
す
と
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に

四

人

ま

で

記

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

投

票

の

際

は

、

そ

れ

ぞ

れ

切

り

離

し

て

必

ず

本

人

が

お

持

ち

く

だ

さ

い

。

届

か

な

か

っ
た

り

、

紛

失

し

た

場

合

で

も

「
選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ

た
人
」
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投

票

日

当

日

、

投

票

所

で

係

員

に

申

し

出

て

く

だ

さ

い
。

不
在
者
投
票
も
利
用

し
て
必
ず
投
票
を

投
票
日
当
日
に
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
が
あ
る
人
、
会
社
の
出
張
や
自

営
業
な
ど
仕
事
が
あ
る
人
、
あ
る
い

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
私
用
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る

人
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

受
付
に
用
意
さ
れ
た
官
誓
書
に
記

さ
れ
て
い
る
不
在
者
投
票
の
事
由
の

中
か
ら
自
分
か
該
当
す
る
も
の
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
印
鑑
は

不
要
で
す
。

不在者投票案内

会場
市役所本館

2階大会議室
市内全支所

期間 4/10 出まで〔毎日〕

時間
午前8時30 分

～午後8 時

午前8 時30 分

～午後5 時

投票で

きる人

松戸市の選挙人

名簿に登録され

ている人

松戸市の選挙人

名簿に登録され

ている人で、各

支所の管内に住

所を有する人

郵
便
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
（
身

体

障
害

者
手
帳

ま
た

は
戦

傷
病

者
手

帳

の
交
付

を
受

け

、
一
定

の
障

害
を

有

す

る

人

）

で
自

書

で

き

る
人

は

、

郵

便
に

よ

る
投
票

が
で

き
ま
す

。
詳

松戸都市計画道路｢3・B・6号

三矢小台主水新田線｣ の一部区間

〔千駄堀～ハケ綺間(延長500m) 〕が

4月14 日㈹午後1時に開通します。

これによって、今まで狭い道路

を利用せざるを得なかった千駄堀

～ハヶ崎間の通行がスムーズにな

り 、防災非難場所に指定されてい

る運動公園や緊急医療機関である

市立病院への利便性、災害時の安

全性が図られます。

固道づくり課S366-ﾜ3ﾜ3

し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙

公

報

゛

４
月
７
日
伽
に
、
朝
日
・
産
経
・

千
葉
日
報
・
東
京
・
日
本
経
済
・
毎

日
・
読
売
の
各
紙
朝
刊
に
選
挙
公
報

を
折
り
込
む
予
定
で
す
。
各
支
所

・

市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
用
意
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
開
設

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
千
葉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
日
に
は
投

票
速
報
ど
開
票
速
報
も
行

い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
右

上
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

開
票

４
月
1
1
日
㈲
午
後
９
時
1
5
分
か
ら

運
動
公
園
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

※本路線の計画は、主要地方道市川松戸線との交差点（三矢小台）を起

点とし、国道6号線を経て主要地方道松戸野田線を終点（主水新田）と

する環状道路です。

市
民
会
館
が

よ
り
使
い
や
す
く
、
安
全
な
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

昨
年
1
0月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

市
民
会
館
会
議
棟
の
改
修
工
事
が

完
了
し
、
４
月
１
日
か
ら
装
い
も

新
た
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
利
用
者
の

安
全
性

と
利

便
性
の
向
上

を
図

り
、
特
に
、
高
齢
者
・
身
障
者
な

ど
の
皆
さ
ん
が
使

い
や
す
い
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
。

地
震
の
と
き
に
も
安
全
な
耐
震

壁
を
採
用
し
、
耐
震
改
修
補
強
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

階
駐
車
場
か
ら
屋
上
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

人口と世帯

人口

男

女

世帯

エ レ ベ ー タ ー内装を一新したながいき室

し
、

一
階

エ
レ

ベ

ー
タ

ー
ホ
ー
ル

前
に

は

ベ
ビ

ー
シ

ー
ト
付

き

身
障

者

用

ト
イ

レ

を

増

設
し

ま

し

た

。

さ
ら

に
、

和
室

・
な

が

い
き
室
を

落

ち
着

い
た

雰
囲
気

に
改
装

し
て

い
ま
す

。

市
民
文
化

の
活
動
拠
点
と
し

て
、

皆

さ
ん

の
ご
利

用
を

お
待
ち

し

て

い
ま
す

。

施
設
の
概
要
：
大
ホ
ー
ル
、
会

議

室
、
和

室

、
音
楽

室
、
料

理

教

室

、
な

が

い
き
室
、

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室
使
用
申
込
み
：
大
ホ
ー
ル
＝
使

用
日
の
六
ヵ
月
前
か
ら
、
会
議
室

＝
使
用
日
の
三
ヵ
月
前
か
ら
直
接

市

民
会

館
へ

群
市

民
会
館

登
3
6
8・
1
2
3
7

安全で安心な暮らしを目指して

在宅福祉サービスを充実　　②

エコオフィス行動プランを

実施　　　　　　　　　　　 ③

平成11 年度予算の概要　　④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

4/5

4/11 ( 日)

一部開通します

安全面にも配慮し、利用しやすくなった市
民会館

松戸都市計画道路3・3・6号線

が
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安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

市
は
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
急
激
な
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
４

月
１
日
か
ら
二
十
四
時
間
巡
回
型
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
市
内
全
域
へ
の
拡
大
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
増
設
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
介
護
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

羆
お
せ
わ
課

昔
Ｗ一
・
7
3
4
3

■

ホ

ー
ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ
ス

事

業寝
た
き
り
老
人
・
障
害
者
等
で
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
介
護
援

助
の
必
要

が
あ
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
滞
在
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

派
遣
は
毎
日
（
年
始
を
除
く
）
午

前
８
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

身
体
状
況
に
応
じ
、
一
回
当
た
り
一

時
間
か
ら
三
時
問
の
援
助
で
す
。

援
助
の
内
容
…
①
身
体
介
護
サ
ー

ビ
ス
＝
食
事
の
介
助
、
入
浴
の
介
助
、

清
拭
、
洗
髪
、
ト
イ
レ
介
助
、
お
む

つ
交
換
、
体
位
変
換
、
離
床
介
助
、

歩
行
介
助
、
通
院
介
助
な
ど
②
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
＝
居
室
の
掃
除
、
衣

類

の
洗

濯
、
生
活

必
需
品

の
買

い
物

、

調

理
、

そ

の
他

必
要

な
家

事
③

そ

の

他

＝
生
活

、
身

上

、
介

護
に
関

す

る

相

談

・
助

言

▽
巡
回

型
ホ

ー
ム
ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス

市

内
全
域

で
、
派

遣

は
毎
日

（
年

始
を
除
く
）
二
十
四
時
問
行
い
ま
す
。

常
時

寝
た

き
り

の
人

な
ど

、
全
介

助

を
必
要

と

す

る
人
に

対
し

、
一
回

当

た
り

二
十

分
程

度
で

一
日
複

数

回

の
援
助

で
す

。

援
助
の
内
容
…
ト
イ
レ
介
助
、
お

む

つ
交

換
、
体
位

変
換

、
離

床
介
助

、

モ

ー
ニ
ン

グ
ケ

ア
、
ナ
イ

ト

ケ
ア
、

食
事

の
配
膳

、
水

分
補

給
、
服

薬

確

認
、
安

否
確

認

な
ど

在宅相談は、高齢者が安全で安心して暮らせるように助言等を

行います。お気軽にご利用ください

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
利
用
負
担

額
一
覧
表

※
生
活

保
護
法

に
よ

る
被
保

護
世

帯

・
生
計

中

心
者
の
前

年
所

得
税

が

非
課
税
で
あ
る
世
帯
は
無
料
で
す
。

一

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

在

宅
介

護
支
援

セ

ン
タ

ー
は
、
在

宅

で
介
護

を
必
要

と

す
る
お
年

寄
り

や
そ
の
介

護
者

の
負
担

を
軽

く
す

る

た
め
に
、
各
種
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス

の
調
整

を
図

り
、
必

要

な
サ

ー
ビ

ス
を

適
切
に
結
び

つ
け

る
施
設

で
す
。

松

戸
市

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー・

（
基

幹

型

）

を
市

役

所

お
せ

わ
課
内

に

、
矢
切

地
区

在
宅

介
護
支

援
セ

ン

タ
ー

（
単
独
型

、
下

図
参
照

）
を

総

合
福
祉
会
館
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ

ま
で

に
、
市

内
八
ヵ

所

（
①

中
火
②
小
金
原
③
東
部
④
新
松
戸
⑤

小

金
⑥

常
盤
平
⑦

馬

橋
⑧
五

香

六
実

地
区

）

の
在

宅
介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
左

図
参

照
）

が
開

設
し

て

い
ま

す

。

※

基

幹

型

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

－

は

、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
を
統
括
す

る
役
割
が
あ
り

、

地
区
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ

ー

と

連
携
を
持

ち
な
が
ら

、
全
体

的
な
業
務
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
…
回
接
・
電
話

相
談
（
介

護
相
談

等
）
、
保
健

・
福

祉

サ

ー
ビ

ス

（
保

健
サ

ー
ビ

ス
の
相

談

と

ホ

ー
ム
ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス
等
在

宅

福
祉

サ

ー
ビ
ス
の
利

用
申
請

）
、
福

祉

用
具
の
相
談
（
ベ
ッ
ト
・
車
い
す
・

そ

の
他
）
、

高
齢
者

住
宅

改
造
相

談

※
相

談

の
費
用

は
全

て
無
料

で
す

。

相

談

は
最
寄

り

の
在

宅
介

護
支

援

セ
ン

タ

ー
へ

■

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

の

介

護

相

談

を

開

始

保
健
婦
（
士
)
・
看
護
婦
（
士
）
・
ヶ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
が
助
言
・
指
導
す

る
介
護

相
談

が
、
保

健
福

祉
セ

ン

タ

ー
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。

こ

れ
に
伴

い
、
保

健
セ

ン

タ
ー

の

名

称
を

変
更
し

ま
し

た
。

遺

児

手

当

の

要

件

に

該

当

す

る

人

は

申

請

を

要
件
市

内
に
居

住
し

、
父
母

の

Ｉ

方
一
た
は
両
親
と
死
別
し
た
自
動
（
中

学

校
卒

業
ま

で
）
を

扶
養
し

て

い
る

こ

と
　

支

給
額
（
児

童
一

人
に
付

き
）

片

親
と
死

別

＝
月

額
五

千
五
百

円

、

両

親

と
死

別

＝
月

額

一
万

五

百

円

支

給
月
８

月

・
1
2月

・
４
月

申

請

に

必
要

な
も
の
①

認

め
印

②
一
ヵ

月

以

内
に

発
行

さ
れ
た

世
帯

全
員

の
住

民

票

（
本
籍

等
す

べ
て
記

載
さ

れ
た

も
の
）

ま
た

は
外
国

人
登

録
済
書

③

一
ヵ
月

以
内

に
発
行

さ

れ
た
申
請

者

と
遺
児
記
載
の
戸
籍
謄
本
④
申
請
者

名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

の
表

紙

の
コ

ピ

ー
　

受
付
期

間

随
時

（
申
請

の
翌
月

か
ら

支
給
）

※
現
在
受

給

中

の
人

は
手

続
き
不
要

遺

児

手

当

４

月

期

分

を

支

給

現
在
受
給
中
の
人
に
４
月
期
分
（
1
2

～
３
月

分
）

を
４
月
1
2
日

囲
以

降
に

指

定
口

座

へ
振
り
込

み
ま

す

。

問

援

護
課
援

護
係

登
3
6
6
・
7
3
4
7

高

等
学

校

修

学

資

金

・

奨
学

金

の

申

請

を
受

け

付

け
て

い
ま

す

資
格
①
経
済
的
理
由
で
児
童
を
高

等
学
校
等
に
修
学
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
な
保
護
者
②
保
護
者
ど
児
童
が
引

き
続
き
一
年
以
上
市

内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
③
成
績
良
好
で
健
康
な
こ

と
①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

等
（
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
の

高
等
部
・
学
校
法
人
の
設
置
す
る
専

修
学
校
の
高
等
課
程
）
に
在
学
し
て

い
る
こ
と
⑤
法
令
そ
の
他
に
よ
り
、

類
似
の
学
資
給
付
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
　
支
給
額
（
月
額
）
公
立
＝
九

千
円
（
一
・
二
年
生
）
　
・
八
千
七
百

円
（
三
年
生
）
、
私
立
一
万
五
千
円

車
随
時
受
け
付
け
で
、
申
請
し
た
月

か
ら
が
対
象
と
な
り
、
一
年
間
（
４

～
３
月
分
）
受
給
希
望
の
人
は
４
月

3
0囗
冷

子

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
〕
ま
で
に
直
接
援
護
課
へ

※
申
請
書
は
援
護
課
・
市
民
課
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

嚮
援
護
課
援
護
係
登
3
6
6
・
7
3
4
7

心

身

障

害
児

入

学

祝

金

を
支

給

対
象
市
内
在
住
で
今
年
小
学
校
に

入
学
し
た
身
体
障
害
者
手
帳
四
級
以

上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
児
童
の
保
護
者
　
支
給
額
五

千
円
用
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
・
印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳
を
持
っ

て
、
直
接
し
あ
わ
せ
課
給
付
係
（
昔

3
6
6
・
7
3
4
8

）
　へ

心

身

障

害

者

就

職

支

度

金

を

支

給対
象
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手

帳
四
級
以
上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交

付

を
受

け
て

い
て
、

中
学

校
、

高
等

学
校
、
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護

学

校
を

卒
業
し

た
人

、
ま

た
は
こ

れ

ら
の
学

校
を

卒
業

後
引

き
続
き
公

共

職

業
訓

練
施
設

等

を
終
了
し

、

卒
業

ま

た

は
終
了

後
六
ヵ

月
以
内

の
人
で

同

一
事

業
所

に
六
ヵ

月
以

上
継

続
し

て
雇
用

さ

れ
る
見
込

み

の
場
合
　

支

給
額

二
万

五
千
円

用
身

体

障
害

者
手
帳

ま
た

は
療
育

手

帳

・
学

校
ま

た
は
公

共
職

業

安
定

所

の
証
明

書

（
用
紙

は
し

あ
わ
せ
課

に

あ
り
ま

す
）
　・
印

鑑

・
銀
行

預
金

通

帳
を
持

っ
て

、
直
接

し

あ
わ
せ

課
給

付

係

（

登
3
6
6
・
7
3
4
8

）
　へ

児

童

扶
養

手

当

４

月

期

分

を
支

給
４
月
９
日
次
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
４
月
期
（
1
2～
３
月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

舞
援
護
課
援
護
係

登
3
6
6
・
7
3
4
7

市

立

病

院

眼
科

外

来

休

診

の

お

知

ら

せ

休
診
日
４
月
2
2
U口米
・
2
3日
次

臂
市

立
病
院
眼
科
外
来

登
3
6
3
・
2
1

7
1
内
線
り乙
Ｉ
Ｏ
（
Ｕ`

東

松

戸

病

院
泌

尿

器

科

外

来

休

診

の

お
知

ら
せ

休
診
日
４
月
1
4日
水

臂
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

登
3
9
1
・
5
5
0
0

矢
切
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

容
3
6
8

⑤
小
金
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

登

3
4
1
・
6
7
1
1

⑥
常
盤
平
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

昔
3
9
4
・
ｒｎ
りｎ
／』り／』ｒｎ
ｙ

③
東
部
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
a

3
9
1
・
5
6
0
0

④
新
松
戸
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

昔
3
4
6
・
2
5
0
0

①

中
央

在
宅
介

護
支

援
セ
ン

タ
ー

昔
3
9
1
・

0
2
1
1

②
小
金
原
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

登
3
8
3
・
3
1
1
1

⑧
五
香
六
実
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

｜

昔
郤一
．１
３
１
ｎｎｖ

｜

⑦
馬
橋
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

3
4
0
・
1
3
5
5

利用世帯区分

(生計中心者の
前年所得税額)

ホームヘルプサービス

滞在型・巡回型共通 巡回型のみ

午前7時～午後9時
(1時間当たり)

午後9時～翌朝7時
(1 回当たり)

10,000円以下 250 円 200 円

10,001円以上

30,000円以下
400 円 350 円

30,001円以上
80,000円以下

650 円 550 円

80,001円以上
140,000 円以下

850 円 ﾜ00 円

140,001 円以上 940 円 ﾜ50 円

常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
容
3
8
4
・
１
３
３
３

小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ

－

登
3
4
6
・
５
６
０
１

中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

容
3
6
6
・
７
４
８
９

新

名

称

常
盤
平
保
健
セ

ン
タ
ー

小
金
保
健
セ
ン

タ
ー

中

央
保
健
セ
ン

タ
ー
旧

名

称
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４ 月

スタ ー ト

地
球
に
や
さ
し
い
事
業
所
に

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
行
動
プ
ラ
ン
を
実
施

近
年
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層

破
壊
な
ど
地
球
規
模
で
広
が
る
環
境

問
題
が
、
身
近
な
問
題
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
様
式
や
事
業
活
動
を

見
直
し
、
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
も
市

内
の
事
業
所
の
一
つ

と
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
普
段

か
ら
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

な
が
る
行
動
を
と
る
た
め
の
松
戸
市

市役所の組織改正
平成11 年度より次のとおリ組織改正し行政効率の向上を図ります。

以下 、主な改正点をお知らせします。

讐事務管理課S366-ﾜ30ﾜ

積極的に環境問題に取り組みます

役
所
エ
コ
オ
フ
イ
ス
行
動

プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。こ

の
計
画
で
は
、
十
の
取
り
組
み

項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設
定
し
、

点
検
・
評
価
・
見
直
し
に
よ
る
体
制

を
確
率
し
、
環
境
保
全
を
推
進
し
て

取り 組み項目一覧表

い
き
ま
す

。
皆

さ
ん

の
ご
理

解

・
ご

協
力

を
お

願

い
し

ま
す

。

０

王
な
取

組
内
容

・
昼

休
み

の
消
灯

・
冷
暖
房

の
期

間

の
短

縮

お
よ

び
適

温
管

理

（
夏

季
2
8
度

よ

季
2
0
店

・
エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
直
近
階

利
用

の

エ
コ

オ
フ

ィ
ス
と
は

事
務
事
業
に
際
し
て
、
エ
コ
ロ
ジ

ー
（
生
態
保
護
）
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

（
経
済
活
動
）
の
両
面
か
ら
負
荷
を
与

え
な

い
行
動
と
意
識
を
優
先
す
る
事

業
所
。
　

自
粛
・
両

面

・
縮
小
コ

ピ

ー
の
徹
底

・
公

共
工

事
に

お
け

る
廃
材
再

利
用

・
節
水
こ

ま

の
導

入

な
ど

鬪

環
境

部
計
画

課

公
3
6
6・
7
3
3
1

＼ 目 的 目標（値）

１電気使用量の削減
本庁舎における電気の総使用量を、平成

拓年度末までに5％以上削減する。

２ 水使用量の抑制 本庁舎における水使用量を抑制する。

３
自動車燃料使用量の

削減

公用車（消防車を除く）の燃料使用量を

平成15年度末までに5％以上削減する。

４
用紙類の使用量の削

減

コピー用紙の使用量を、平成13年度末ま

でに5％以上削減する。

５
廃棄物の削減とリサ

イクルの推進

廃棄物を削減し 、廃棄物中の資源化の割

合を向上する。

６
環境負荷の少ない事

務用品の購入

事務用品（消耗品）は、エコ商品を購入

する。

7 環境保全型のまちづ

＜リ

平成15年度末までに、公共施設の緑被率

を高める。

８

建設・土木工事に伴

う廃棄物量と熱帯木

材の使用の削減

・アスファルト塊の再生利用率を平成13

年度末までに90％以上とする。

・建設発生土に占める再生利用率を平成

13年度末までに65％以上とする。

・型枠使用に占める熱帯木材の使用割合

を削減し、代替型枠（PC 板）の使用割合

を､ 平成15年度末までに65％以上とする。

・砕石の再生利用率を、平成13 年度末ま

でに90 ％以上とする。

９
新エネルギーの導入

促進

公共施設の新設・改善にあたっては、太

陽光発電システム等、環境負荷の少ない

施設の導入を図る。

10
職員の環境保全に関

する意識の高揚

・環境新聞等により定期的に情報を提供

し、職員の意識向上を図る。

・職員研修の充実を図る。

平成10年度 平成11 年度

部の統合など

環境部

清掃部と環境保全部を

統合しました。

(2部10課体制→

１部８課体制)

都市緑花部

建設局の都市部と公園

緑花部を統合しました。

(2部6課体制→

1部6課体制)

清掃部

清掃管理課　　　　　　　 →

ヶ　　庶務係　　　　 →

清掃業務課　　　　　　　 →

清掃施設課　　　　　　　 →

／　　用地係　　　　 →

六和クリーンセンター　　 →

六和クリーンセンター庶務係 →

ヶ　　　　　管理係 →

※クリーンセンター・東部ｸﾘ

ｰﾝｾﾝﾀｰ ・日暮ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

和名ケ谷ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

環境保全部

環境管理課　　　　　　　 →

多　　企画調整係　　 →

夕　　環境衛生係　　 →

環境保全課　　　　　　　 →

環境部

計画課（課名称変更）

計画課管理係（係名称変更）

業務課（課名称変更）

施設課（課名称変更）

施設課施設係へ統合（係の廃

止）

施設課の係として統合（課の

廃止・係の設置）

（係の廃止）

（係の廃止）

※課・係の名称変更等はあり

ません

計画課へ統合（課の廃止）

計画課へ統合（係の廃止）

保全課へ移管

保全課（課名称変更）

都市部　　　　　　　 ＿

都市計画課　　　　　　　１

都市整備課

再開発課　　　　　　　　- ．

公園緑花部

みどりと花の課

公園施設果　　　　　　

」

緑地管理課　 ’･　　　　一一

都市緑花部

(課・係の名称変更等はあり

ません)

その他

建設局

川をきれいにする課　　　 →

建設局土木部

川をきれいにする課（部へ編

入）

教育委員会

学務課　　　　　　　　　 →

保健体育課保健係

多　　給食係　　　　］‾゙

学務課市立高等学校担当室（係

の設置）

保健体育課学校保健給食担当

室（係の統合）

市立病院事務局管財課　　 →
同企画財政課へ統合（課の廃

止）

保健センター（健康課）　　→
保健福祉センター（名称の変

更）

伝染病隔離病舎(保健衛生課)
法改正により廃止(係の廃止)

市立病院事業として対応

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
台
所
や
お

風
呂
の
家
庭
雑
排
水
を
、
し
尿
（
ト

イ
レ
の
汚
水
）
と
併
せ
て
処
理
で
き

る
浄
化
槽
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、

河
川
の
汚
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
家
庭
か
ら
の

汚
れ
た
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
は
、

下

水
道
の
整
備
と
と
も
に
、
生
活
雑

排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川

へ
返
す
こ
と
が
で
き
る
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が

効
果
的
で
す
。

市
で
は
、
公
共
下

水
道

の
整
備
が
お
お
む
ね
十
年

間
見
込
め
な
い
地
域
を
対

象
に
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

補

助

制
度

の

概

要

補
助
対
象
地
域
…
表
１

の
と
お
り

補
助
の
要
件
…
専
用
住

宅
、
共
同

住
宅
、
店
舗
併
用

住
宅

（
た
だ
し
、
住
居
部
分

が
二
分
の
一

以
上
の
も
の
）
で
、
五
～
五
十
人
槽

の
合
併
処
理
浄
化
槽
（
国
庫
補
助
対

象
）
を
設
置
す
る
も
の

※
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
既
存
の
浄

化
槽
を
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
変

更
す
る
場
合
も
、
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
：
表

２
の
と
お

り表2
補
助
の
申

請
手

続
き
・
：
こ

の
補
助

金

を
受

け

る
た
め

に
は
、
設

置
前

に

申

請

が
必
要

で
す

。

建
売

住
宅

も
補
助

対
象

に
な
り

ま

す

が
、

設
置
前

に
建

築
者

か
ら

の
申

請

（
事

業
指

定
申
請

）

が
必
要

に
な

り

ま
す

。

醫

環

境
部
保

全
課
水

質
保

全
係

公

莇

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫
。

丶ｙ
Ｉ
　
　
　
　健

康

で

明

る
い

未

来

の

た

め

に

そ
の
六
十
二
　
咀
嚼
と
視
力
の
関
わ
り

最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
状
況

は
、

ま
す
ま

す
悪
化

す

る

傾
向

に
あ
り

、
体
力

や
視
力

の
低

下

が
大

き

な
問
題
と

な

っ
て

い
ま

す

。
特
に

、
視
力

は
テ
レ

ビ

ゲ
ー

ム
な

ど
の
普
及

で

、
こ
こ

十
年
間

に
大

き
く
低
下

し

た
と
報

告
さ

れ

て

い
ま
す

。

と
こ

ろ

が
、
視
力

低
下

の
原
因

は
そ

れ
だ
け

で
な

く
、
食

生
活

の

変
化

に
も
関

係
し

て

い
る
の
で

は

な

い
か
、
と

い
う
説

が
宮

崎
大

学

教
育

学
部

の
島
田
彰

男
先

生
に

よ

っ
て
提
唱

さ
れ
て

い
ま
す

。
島

田

先
生
は
子

ど
も
の
視
力
の
低
下

が
、

テ

レ
ビ

ゲ
ー
ム

の
普
及

す
る
前

か

ら
始

ま

っ
て

い
る
こ
と

に
気

が
付

い
て
、
食

生
活
と

の
関

連
に

つ

い

て
調

査
し

ま
し
た

。

物

を
噛

む
と

い
う

こ

と
は
、

食

物

を
囗

の
中
で
砕

い
て
飲

み
下

す

だ

け
で

は
な
く
、

顎
を
動

か
し

顔

の
筋

肉
を

鍛
え

る
こ
と

に

つ
な

が

り

ま
す

。
顔
の
筋

肉
に

は
、
視
力

の
調

整
に

必
要
な
毛

様

体
や

、
眼

球
運

動
に

関
係
し

て

い
る
眼
球

移

動
筋

も
含

ま
れ
て

い
る
わ
け
で

す

が
、
よ
く
顎

を
動

か
さ

な

い
と

、

こ

れ
ら

の
視
力
に

関
係

す
る
筋

肉

も

十
分
に

強
化

で
き
ず

に
視
力

の

低
下

を
招

い
て

い
る

の
で
は

な

い

か

と
考
え

た
わ
け

で
す

。

秋
田
市

内
の
看

護
学

校
の
学

生

を

対
象
に

し
た
調

査
で

は
、
硬

め

の
食
事
を
好
み
よ
く
噛
む
人
の
平

均

視
力

が
、
軟
ら

か

め
の
食
事

を

好
み
噛
む
こ
と
の
少
な
い
人
よ
り

良

い
と

い
う
結
果

を
得

ま
し
た

。

ま
た

、
虫
歯

が
二
本

以
下

の
人

の
平

均
視

力

は
○

こ

二

、
三

本

以
上

あ

る
人
で

は
〇

・
二

二

で
し

た

。
ほ
か

に
も

、
中
学

生
を

対
象

に
し

て
視
力

と

咬
合
力

や
筋

肉
と

の
関

係
を

調
査
し

た
と

こ
ろ

、
咬

合
力

や
筋

肉

が
発

達
し

て

い
る
ほ

ど
視
力

が
よ

い
傾
向

に
あ

る
と

い

う

結
果
を

得
ま
し

た

。

い
ろ

い
ろ

な
原
因

や
個
人
差
は
あ
げ
ま

す
が
、

こ

れ
ら

の
調
査

結
果

は
大
変

興
味

深
ぐ

、
ま

た
納

得
で

き
る
も

の
で

す

。

東
京
大
学
で
比
較
人
類
学
を
研

究
し

て

い
る
遠
藤
万

里

先
生

は
、

よ
く
噛
ん
で
い
る
人
と
噛
ま
な
い

人

で
は

、
頭
蓋
骨

の
眼
球

が
納
ま

る
眼
窩

の
形

が
微

妙

に
変
化

す

る

こ

と
を
発

見
し

ま
し

た
。

よ
ぐ
噛

む

か
噛
ま

な

い
か

で
、

頭
蓋

骨

を
形
成

す

る
上
顎
骨

や
頭

頂
骨
、
側
頭
骨
な
ど
に
わ
ず
か
な

相

違

が
で
き

て
き
ま

す

。
そ
の
た

め
に
眼
窩

の
形

が
変

わ
り

、
視
力

に
影

響

が
出

て
く

る
も

の
と

考
え

ら

れ
ま
す

。

こ

れ
ら
の
こ
と
を
総
合

す
る
と
、

成
長
期
に
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
視

力

を
調
整

す

る
筋

肉
の
強
化

と

、

眼

球

が
納
ま

っ
て

い
る
骨

の
形

の

正

常
化
と

い
う
二

つ
の
点

か
ら
、

視

力

の
向

上

に
大
変

重
要

だ
と

い

う

こ
と

が
分

か
り
ま

す
。

日

ご
ろ
か
ら

よ
ぐ

噛
む

習
慣

を

身

に
付

け
ら

れ
る
よ

う
に
頑

張
り

ま

し

ょ
う

。
（
松

戸
歯

科
医

師
会

）

※目標値は、平成9 年度の実績に対しての削減率です。

令
併
処
理

浄
化

槽
の
設
置

費
用
を

－

部
の

地
域
で

補
助
し

ま
す

歯
を
大
切
に

浄化槽の大きさ 補助金の限度額

5人檣 354,000円

’6～7人檣 ４几000円

8～10人檣 引9,000円

11～20人檣 981,000円

2～30人槽 頑68ぶ)00円

31～50人檣 2,238,000円

１　字のすべてが対象となる地域

初富飛地、五香南一丁目、五香西一丁目～五香西三丁目

２　字の一部が対象となる地域

五香六実、五香五丁目、日暮、日暮二丁目、松飛台、串崎新田、田中新田、紙敷、

和名ヶ谷、河原塚、大橋、秋山、高塚新田、小金、幸田、平賀、東平賀、根木内、・

栗ヶ沢、金ヶ忤、干駄堀、八ヶ畸、ハケ崎四丁目、中和倉、松戸新田、七右衛門新

田、旭町、主水新田、小山、上矢切、中矢切、下矢切、栗山、六実一丁目～四丁目

澎日暮、松飛台、小金、栗ヶ沢、金ヶ作の補助対象地域は、平成口 年10 月１日か

ら一部の地域が対象外となりますのでご注意ください。

表1　補助対象地域（毎年、見直しを行います）
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建

築

協

定

で

住

み

よ

い

街

づ

く

り

を

建
物

を
建

て

る
場

合

は
、
建

築
基

準

法
を

守
ら

な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん

が
、
こ

の
基
準

は

、
街

づ
く
り

の
最

低

限
の
ル

ー
ル
を

足
め
た
も
の
で
す
。

基
準
に
合

っ
て

い
る
建

築
物
で
も
、

日
照
、
通
風
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に

つ

い
て

問
題

が
生

じ
る
こ

と

が
あ
り

ま
す

。

建

築
基
準

法
に

は
、
こ

の
よ

う

な

こ
と

を
未

然

に
防
止

す

る
手
段

の
一

つ
と
し

て

、「
建
築

協

定
」
と

い
う
制

度

が
あ
り
ま

す
。

こ

の

制
度

で

は
、
住

み

よ

い
街

づ

く
り

の
た

め
に
、
一
定
街

区
内
（
お
お

む
ね
町

会
単

位
）

の
土

地

・
建
物

の

所

有

者
な

ど
全
員

の
合

意
に

よ

っ
て

基
準
以
外

の
協

定
を
定

め
る

こ
と

が

で
き
ま

す

。

例
え

ば

、
低
層

住
宅

地

の
環

境
を

守
り

た

い
場

合

に
は

、
建
築

物

の
高

さ

・
階
数
等

を
制

限
し

た
り

、
住
宅

を

二
戸
建

に
限
定

し
た
ひ

す

る
こ
と

が
で

き
ま
す

。

こ

の
協

定
は
、

市
長

の
認
可

を
受

狭

あ

い
道

路

の

解
消

に

ご

協
力

を

道
路
は
人
や
車
を

通
行
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
日
照
や
通
風
の
確
保

、

火
災
時
に
は
延
焼
の
防
止
や
消
火
活

動
の
場
と
な
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
役

割
を
持
っ
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

を
支
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
に
は
道
幅
が
四
メ

け
て
、
公
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

既
存
の
住
宅
地
の
場
合
に
は
、
無

理
の
な
い
よ
う
、
一
つ
の
協
定
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。
よ
り
よ
い
街

づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
建
築

協
定
の
概
要
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た

め
に
、
ご
活
用
ぐ
だ
さ
い
。

ー
ト
ル
に
満
た
な
い
道
路
や
す
み
切

り
の
な
い
角
地
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

こ
う
し

た
狭

い
道

路
は

、
災
害

時

の
緊
急
自
動
車
の
進
入
や
救
助
活
動

安

全
な

避
難
行

動

の
妨

げ

に
な

る
な

ど
、

さ
ま
ざ
ま

な
問

題

が
考
え

ら

れ

ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
「
松
戸
市
狭
あ
い

道

路
後

退
用

地

等
整

備
要

綱
」
を
施

行

し
ま
し

た
。

新

築

・
増

築
等

の
建

設

時

に

は
、

建
築
王
や
土
地
所
有
者
の
協
力
を
い

た

だ

い
て
、「
狭

あ

い
道
路
」
の
解

消

に
向
け

て
整
備

事
業

を
進

め
て

い
ま

す

。安
全

で
快
適

な
生
活

環

境

づ
く

り

の
た

め
に
、
市

民

の
皆
さ

ん

の
ご
理

解

と

ご
協
力
を

お
願

い
し
ま

す
。

圜

建

築
指
導

課
建

築
指
導

係

公
涯
・

住

み

よ

い

環

境

を

守

る

た

め

に

直路は

共有財産です

道
路
上
（
歩
道

を
含
む
）
に
商
品

を

陳
列
し

た
り

、
立

て
看

板

な
ど
を

置

い
た

り

、
岸
台

な
ど

を
出
し

て
不

法

に
道

路
上

を
使
用

し
て

い
る
の
を

見

受

け

る
こ

と

が
あ
り
ま

す

。

道

路

に
物

が
置

か

れ
る
と

、
歩

行

者

、

特
に

年

少

者

や
障

害

者

ま

た

、

車
両
の
通
行
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
行
為
を
法
で
厳
し
く
禁
止

し
て

い
ま

す

（
道

路
法

第
4
3
条
に

該

当

）
。
不

法

使

川

者

に

対

し

て

は

、

道
路

管

理
者
ど

関
係

機
関

に
お

い
て

勧
告

や

立
ち
退

き
指
導

を

実
施
し

て

い
ま
す
が
、
一
進
一
退
の
状
況
に
あ

り
ま

す

。

こ

れ
か
ら
も

、
不
法

使
川

者

に
対

す

る
指

導
を
強

め
て
ま

い
ひ

ま
す

が
、

皆

さ

ん
の
共
有

の
財

産
で

あ
る
道

路

を

、
安

全
で
円
滑

に
通
行

で
き

る
よ

う

に
ル

ー
ル

を
守

っ
た
、
明

る

い
道

づ
く
り

に
ご

理
解
と

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま

す
。

醍

道

路
維
持

課
管

理
係

昔
3
6
6
・
７
３

平成11年度
平成11 年度の予算の概要についてお知らせします。

新年度の予算の規模は､全体で1,977 億6千万円、前年度比0.8% 減となりま
した。このうち、一般会計の予算総額は1,086 億2千万円と、前年度比1.1% 減
となっています。一般会計につきましては、平成7年度以来の対前年度比でマ
イナス予算となりましたが、福祉関係については特に重点的に配分し、6.5%

の増額となっています。
しかし、本市の財政状況は極めて厳しい状況にあり、昨年10 月に「財政改革

推進本部」を発足し、財政の健全化の確保に向けてあらゆる角度から検討を重
ね、財政改革計画案をとりまとめたところです。新年度予算の編成に当たって
は、予算全般について財政改革の目的に沿ってこれまでにも増して根本的な見

直しを行いました。このため、事務的経費の節減はもとより、職員手当や委託
費用の見直しなど、先行して実施が可能なものは予算に反映させることにしま
した。

一方、総合計画に掲げる施策については、その着実な展開のため優先的に予
算を配分し、11年度に予定をした232 事業に前倒し事業など6事業を加えた238
事業の92.9% にあたる221 事業に約195 億円を予算計上しています。

今年度の主な事業について、施政方針に沿って紹介します。
問財政課登366  7315

一般会計当初予算

諸収入

地 方 特 例 交 付 金

２６億 円(２ ．４％)

繰入金

消 防 費

歳 入

国庫支出金

衛生費

分 担 金 お よ び負 担 金

そ の 他

市税

公債費
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主な 事業 の予 算額
連 携型 地域 社会 の形 成 を目 指 して

○男女共同参画プラン推進経費…711 万円

女性の就労支援や起業を支援するためのアドバイスを受

けられるホームページの開設

○テレビ電話導入経費 …898 万 円

支所機能の充実を図るため、小金、馬橋支所に導入( 全支

所への設置完了)

○インターネット関係経費…227 万円

9年 度から開設したインターネットのホームページの充

実

豊かな人生を支える福祉社会の実現を目指して

○介護保険関係経費…1億393 万円

平成12年度実施の介護保険制度に向けて、介護保険担当

課の拡充、介護保険電算システムの構築および介護保険事

業計画の策定等

○特別養護老人ホーム等建設費補助金…1億6,800万円

日暮に50床新設(ショートステイ、デイサービス併設)、

上矢切に1日15 人規模のデイサービスセンター新設、河原

塚の南花園に22床増設( ショートステイ6床増設)

○在宅老人デイサービスセンター整備事業費…3,950万円

古ヶ崎小学校の余裕教室を活用

○ホームヘルプサービス事業委託料…5億6万円

24時間巡回型サービスを市内全域に拡大

○在宅介護支援センター関係経費…1億3,009万円

新たに2ヵ所整備(うち1ヵ所は基幹型として市役所本庁

舎内に整備)

○給食室改修事業…4,065万円

民間および公立保育所の給食室のドライシステム化

○矢切学童保育所教室改造工事…1,100万円

学童保育所の児童数の急増に対処するため，矢切小学校

の余裕教室に新設

〇乳幼児医療費支給事業…1億1,073万円

3歳児の通院医療費を新たに助成対象に加える(10月か

ら実施)

一般会計予算 1,086億2,000万円

特別会計予算 680 億8,ﾜ12万4 千円

内

訳

国民健康保険 235 億1,656万ﾜ千円

松戸競輪 ﾜ8億490 万円

下水道事業 纐9 億4,785万6千円

公設地方卸売市場事業 5億3,068万9千円

老人保健事業 209億6,268万8千円

駐車場事業 3億2,442万4千円

企業会計予算 210 億5,526万円

内

訳

水道事業 26 億1,949万ﾜ千円

病院事業 184億3,576万3千円

市民一人に使われるお金

236,904 円( 一般会計)

人口は平成11年1月旧 現在

458,49ﾜ 人(ｲ主民基本台

帳) で計算

安 全で 快適 な生 活 環境 を目 指 して

021 世紀 の森と広場建設事業 …9億6,747 万 円

入口広場の整備および野外活動ゾーンの施設整備

○( 仮称) 根木内歴史公園整備事業…1,001 万 円

都市計画決定の作業に着手し，平成14年度の開園を目指し

て整備

（1 万円未満は四捨五入）

Ｏリサイクル関連法等対応事業…26 万円

容器包装リサイクル法などの社会情勢の変化に対応すべ

く見直した「ごみ処理基本計画」に基づく 、リサイクル型

のまちづくりの推進

○防災倉庫施設整備事業…200 万円

小金地区に簡易備蓄倉庫を増設し 、生活必需品を整備

○消防指令管制システム整備事業…1 億;9,595万 円

平成12 年度稼働を目指し引き続き整備を進める

○耐震性貯水槽設置事業…1,650 万円

新松戸もくれん公園に100㌧の耐震性貯水槽を設置

○地域くるみ安全安心推進事業費･･･50万円

安全・安心街づくり連絡会を設置し 、防犯・防災活動を

行う

○自転車放置防止対策事業…4億9,980万円

自転車駐車場の整備・管理運営費ほか

○五香立体自転車駐車場整備事業…1億8,551万円

五香踏切立体交差化事業に併せ、立体上部を利用した自

転車駐車場の整備

魅力 あ る都 市空 間 の形 成と 産業 の振 興 を目 指し て

○松戸駅東口歩行者専用路橋整備事業…7,050 万円

エレベーターとトイレを設置するための設計と快適な歩

行環境の整備

○再開発事業関係経費…3,540 万 円

六実駅周辺､みのり台駅周辺、小金原地区北小金地区な

どの既成市街地の再生

○バス車両整備費補助金…1,164 万円

ノンステップバス､パ ス共通カードシステム導入補助金

○都市計画街路事業…15 億6,328 万円

市施行5 路線( 横須賀紙敷線 、岩瀬串畸新田線、南花島

日暮線、三矢小台主水新田線、北丘高柳新田線)・県施行４

路線(稔台六実線[五香立体]｢六実立体｣、葛飾橋矢切線

｢小山地先｣ 、馬橋五香六実線｢ 五 香六実地先｣)

○河川・排水路整備事業…16 億4,560 万 円

国分川、上富士川、神明堀改修事業、川の一里塚整備事

業ほか

○空き店舗対策事業費…132 万円

新規出店を支援

〇金融対策関係経費…11 億909 万円

中小企業金融対策( 制度融資のための預託金、利子補給

など)

〇矢切の渡し舟展示関係経費…122 万円

実際に使われていた木造船の寄贈を受け、矢切駅に展示

民生費 土木費 公債費 衛生費 教育費 総務費 消防費

社会福祉や児童福

祉の充実など

道路・河川・公園

の建設など

市債の返済に充て

るもの

ごみ対策や保健衛

生の充実など

教育・スポーツ・

文化の充実など

広報や庁舎の事務

管理など

消防・防災対策な

ど

難
病
者
援
護
金
支
給
対
象
疾
患
が
追
加
さ
れ
ま
す

介

護

休

業

給
付

制

度

が
ス

タ

ー

働
く
人

が
介
護
休
業
を
取
得
し
や

す
く
、
そ
の
後
の
円
滑
な
職
場
復
帰

の
援
助
促
進
を
口
的
と
し
た
、
新
し

い
介
護
休
業
給
付
制
度
が
４
月
１
日

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
介
護
休
業
を

取
得
し
た
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険

者
の
人
ヘ

ー
定
条
件
の
下
で
最
長
三

ヵ
月
間
介
護
休
業
給
付
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

風

営

適

正

化

法

が

一

部

改

正

「
風

俗
営

業
等

の

規
制

及

び
業

務

の
適
正

化
等

に
関

す
る
法

律
」

が
一

部

改
正

さ
れ
、
性
風

俗

営
業

の
広

告

や
宣
伝

は
、
学

校
及

び
児
童

福

祉
施

設

、
図
書

館

・
病
院
及

び
診
療
所

の

周
囲
二
百
㍍
で
は
制
限
さ
れ
ま
す
。

※
そ

の
他
、
改

止
内
容

等
詳

細
は
、
お

問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

羆

松

戸

警

察
署

登
3
6
9・
０

１

１
０

、

松

戸
東
警

察
署

昔
ｍ

・
0
1
1
0

教

育

委

員
会

会

議

を

開
催

４
月
1
5口
米
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就
教
育
委
員
会
総
務
課
登
屈
・
７
４

地

区

計

画

原

案

の

縦

覧

４
月
1
9
日
菲
〔
閉
庁
日
を
除
く
〕
ま

で
の
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

縦
覧

場
所
都
市

計
画
課

内

容
紙
敷

地
区

の
地
区

計

画
変
更
原

案

の
縦
覧

（
風

俗
営
業
等

の
規
制
及

び
業
務

の
適

正

化

等

に
関
す

る
法
律

の

一
部
改
正

に
伴
う
変
更
）
　
区
域
紙
敷
の
一
部

の
区

域

茴

都
市

計
画

課
計
両

係

公

鰯

・
７

３

期 日 会 場 時間

4/13W
1杤
東部スポーツパ
ーク

19(月)稔台市民センター

5/11 ㈹ 馬橋支所

12㈲ 馬橋市民センタニ

17㈹
18㈹

古ヶ崎市民セン

ター

24(月)総合福祉会館

25㈲

26㈲
矢切支所

7/22 休）松ヶ丘小学校

23銜

27吠）
28圉

上本郷第2小学校

中部小学校

8/3W

4㈲
市役所計量検査室

計

量

器

定

期

検

査

平
成
1
1
年
度
の
は
か
り
の
検
査
を

左

表
の
日

程
で
行

い
ま

す
。

商
売

・
証
明

用

の
は
か
り

は
必

ず

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
用
は
か

り

の
検
査

（
希

望
者
）

も
同

時
に
実

施

し
ま

す
。

計
量
法

に

よ
り
、
検

査

は
二

年

に

一
回
と

な
っ
て

い
ま

す
。
こ

れ
に
伴

い
市

内

を
郵
便
番

号

の
上

二
桁
2
7
1
地

区

と
2
7
0地
区

に
分
け

、
一
年
交

代

で

加消費生活課計量係i

実
施

し
て

い
ま

す
。
今

年
度

の
検
査

地
域

は
、
郵

便
番

号
2
7
1の
地
区

お

よ

び
稔

台

・
和

名

ケ
谷

・
紙
敷

・
高
塚

新
田

・
秋

山

・
大

橋

・
仲
井
町

一
～

三
丁

目

・
松

戸
新

旧

・
野
菊

野

の
地

区
で

す
。

持
ち
物
は
か
り
・
申
請
書
・
手
数
料

※
家

庭
用

は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ

ッ
チ

ン
ス

ケ

ー
ル

等
）

は
無
料

で

検
査
し

ま
す

の
で

、
希
望

す

る

人

は
会
場

へ
持
参
し
て
く

だ
さ

い
。

公園の田んぼで 、昔ながらの手作業でお

米づくりを体験します。無農薬の田んぼで

はバックなどの生きものも観察できます。

日 時 内 容 定員 費用

5/ 8 圉 田植え

25人

(抽選)
実費

6/20 斜 除草 一害虫駆除

7/31 ㈹ 稲の観察

9/1 Itが 稲刈り

23 竭 脱穀

11/13 ① もちつき

対象…小学4～6 年生( 全回参加でき、保

葱者が世話役としてお手伝いできる人)

講師…相田伊沙美氏

到4月20 日関〔必着〕までに 往復ハガ十に

主所・氏名 ・電話番号・学年を記入して、

f270-2252 松戸市千駄堀269　21 世紀の

なと広場パークセンター(S345-8900) へ

2
1世
紀
の
森
と
広
場
「
こ
め
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

日本語教室の仲間で

世

界

の

人

と
友

達

に

な

ろ

う
！

剛
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

外
国
に
興
味
の
あ
る
人
、
在
日
の
外

国
人
と
交
流
を
持
ち
た
い
人
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

主
な

活

勤
内

容

交

流

パ
ー

テ
ィ

ー
、
国

際
文
化

祭

、

外
国

人

の
た

め
の
日

本
語

教
室

、
語

学

講
座

な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

▼
語

学
力

を
生

か
し

た
通
訳

・
翻

訳

▼
外

国
人

の

ホ

ー
ム
ス

テ
イ

ー
ホ

ー

ム
ビ
ジ

ッ
ト

▼
日
本
語
講
師

会
費
（
４
月
～
翌
年
３
月
の
年
度
制
）

個
人

会

員

三

千

円

、

学

生
会

貝

千

円

、
団

体

・
家
族

会
員
五
千

円

、
法

人

会
員

一
万
円

、
外

国
人

会
員
千

円

※
お
近

く

の
外

国
人

に
お

知
ら
せ

く

だ

さ

い
。

嚮

鞜
松
戸
市

国

際
交
流

協
会

登
3
6
6
・

道路上に商品や立て看板・

屋台などを出していませんか

○生涯学習基本計画関係経費…347 万円

生涯学習に関する基本構想および基本計画の原案作成

○博物館特別展等開催事業費…1,906万円

｢発掘された日本列島｣展覧貝塚を考える｣展、｢ワイル

ドライフ写真大賞｣ ほか

〇市立高校新学科関係経費…1,986万円

本年4月に国際人文科を新設し、ﾀﾄ国人の英語指導助手

を配置

○スクールカウンセラー活用調査研究事業費…1,054万円

いじめや不登校などの問題に対応するため、専門的な知

識・経験を持つ臨床心理士などを中学校に配置(6 →7校)

○心の教室相談員活用調査研究事業費…816 万円

スクールカウンセラーが配置されていない中学校14 校に

配置

○小学校給食室改修事業費…4億2,720万円

小学校給食室のドライシステム化と食器の強化磁器への

更新

○体育館建設事業…6111,030万円

平成11 年10月オープン(千葉大学農場跡地)

○薦藤邸保存整備事業費…427万円

平成10年9月に寄付を受けた家屋、庭園を、市民の生涯

学習活動の施設として良好に維持し保存する。

要予 概の算

地方交付税

使用料および手数料

県支出金

地方消費税交付金･

商工費

議会費 農林水産業費

･そ の他

民生費

土木費

総務費

教育費・

歳 出

平成11年度当初予算

市の予算は．経理を分かりやすくするために予算

の本体である一般会計のほか、特定の歳入を歳出に

あてる六つの特別会計、独立採算を原則とする二つ

の企業会計の三つに分かれています.、

次代を育む文化・教育環境の創造を目指して

その他

難病指定の一覧

●ベーチェット病●多発性硬化症T・重症筋無力症ご全身

性エリテマトーデス●スモン丶再生不良性貧血１サルコ

イドーシス●筋萎縮性側索硬化症●強皮症舮皮膚筋炎お

よび多発性筋炎暑特発性血小板減少性紫班病し結節性動

脈周囲炎暑潰瘍性大腸炎魯大動脈炎症候群３ビュルガー

病●天疱瘡●脊髄小脳変性症●クローン病゛難治性肝炎

●悪性関節リウマチ●パーキンソン病●アミロイドーシ

ス●後縦靭帯骨化症１ハンチントン舞踏病ｌ ウィリス動

脈輪閉塞症ごウェゲナー肉芽腫症●特発性拡張型(うっ血

型) 心筋症シャイ・トレーガ一症候群゛表皮水疱症鳧膿

疱性乾癬●広範背柱管狭窄症豢原発性胆汁性月干硬変＆重

症急性膵炎●特発性大腿骨頭壊死症冫混合性結合組織病

●悪性腎硬化症: 慢性腎不全( 腎機能不全) ●進行性筋ジ

ストロフィー症梟脊髄性進行性筋萎縮症゛抹消神経性進

行注筋萎縮症●原発性免疫不全症候群●特発性間質性肺

I炎( 指定あり)1･ 網膜色素変性症( 指定あリ) ●クロイツ

フェルト・ヤコブ病●原発性肺高血圧症≫神経線維腫症

●亜急性硬化性全脳炎●バッド・ギアリ症候群゛特発性

慢注肺血栓塞栓症C肺高血圧型)

18 歳末満の場合は次の疾患が入ります。

●悪性新生物;'ネフローゼ症候群●慢|生心疾苣指定あリ)

●膠原病●先天性代謝異常

難
病
療
養
者
に
援
護
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
「
神
経
線

維
腫

症
」
「
亜

急
性

硬
化

性
全

脳
炎
」

「
バ

ッ
ド

ー
キ

ア
リ

症
候

群
」
「
特
発

性
慢

性
肺

血
栓
塞

栓
症

（
肺
高

血
圧

型
）
」

が
追
加

さ
れ
ま

す
。

支

給
額
入
院
療

養
者

＝
月

額
一
万

三
千
円
（
一
ヵ

月
二
十

日
以

上
人

院
）
、

通
院

療
養

者

＝
月

額
六
千

円

（
生
活

保
護
受

給
者

は

一
律
四
千
円

）

※
援
護

金
は
申

請
し

た
月

か
ら

、
療

養
を
要

し

な
く

な
っ
た
日

の
月

ま

で
支

給
し
ま

す

。
退
院

ま
た

は
入

院
し

た
と

き
、
通

院

の
必
要

が
な

く
な
っ
た
と
き
は
十
五
日
以
内
に

届
け
出

を
し

て
く

だ
さ

い
。

圃

診

断
書

・
印
鑑

・
銀
行

預
金

通
帳

を
持
っ
て
、
し
あ

わ
せ
課

給
仕
拯

（
昔

莇

・
7
3
4
8

）
　へ
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講
座
・
講
演

お
は

な

し

キ

ャ
ラ

バ

ン

「
お

す

す

め

絵

本

講
座

～

子

育

て

に

生

か
す

絵

本
」

①
５
月
８
日
出
②
５
月
1
5日
出
②

５
月
2
2日
出
の
い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
1
1
時
3
0
分
会
場
①
馬
橋
市
民
セ

ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
③

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員
各
五
十

人
　
費
用
無
料

圃
４
月
６
日
㈹
か
ら
、
電
話
で
扉
松

戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

音
3
4
4
・

3
0
3
7
へ

「
呼

吸

法

と

気

功
」
初
心

者
講

習

会
①
４
月
1
2日
丱
②
４
月
1
4日
水
の

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会
場
①
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
②
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
定
員
先
着

①
二
十
人
②
十
人
費
用
無
料

圃
電
話
で
健
気
会
・
秋
山
音
3
8
9
・
8

9
1
9
へ
(
午
後
２
時
以
降
）
へ

初

級

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室５
月
1
1
日

・
1
8日

・
2
5日

、
６
月

１
日

・
８
日

・
1
5日

・
2
2日

・
2
9日
、

７
月
1
3
日

の
各

火
曜
日

、
午
前
1
0
時

～
正
午

と
５

月
2
6
日

、
６
月
1
6
日

、

７
月

７
日

の
各

水
曜
日

、
午

後
１

時

3
0分

～
３

時
3
0
分

〔
全

十
二

回
〕

会
場
市

社
会

福
祉
協

議
会

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
セ
ン

タ

ー・
　
内

容
手

話
実

技
と

講
義

対
象

車

内
在

住

の
手
話

未
経

験
者
で
全
回
参
加
で
き
る
人
定
員

三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代

九
百

十
八
円

）

圃
４

月
1
2
日
丱

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番
号

・
返

信
用

あ

て
名
を

記

入
し

て
、

〒
2
7
1
1
0
0
9
1
松
戸

市

本
町

一
四

の
二
第

一
生

命

ビ
ル
内

松

戸
市

社
会

福
祉
協

議
会

「
初

級
手

話

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

養
成

教
室
」

係

（
登

3
6
2
・
5
9
6
3

）
　へ

ま

つ

ど

女
性

会

議

講

演

会

「
エ

ン

パ

ワ

ー

メ
ン

ト

の

時
代

」

４
月
1
7日
出
午
後
３
時
～
４
時
3
0

帥
市
助
役
・
石
井
敦
子
氏
定
員
先

着
七
十
人
　
費
用
無
料

圃
当
日

会
場

で

醫
ま

つ
ど
女

性
会
議

・
渡
辺

登
3
6
1
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
・
二
級

養

成

研

修

①

二
級

課
程

＝
５
月
1
0
日

丱

・
1
2

日

水

・
1
7日

側

・
1
8日

㈹

・
1
9日

伽

・
2
5日

㈹

・
ｓ

日
水

・
3
1日

丱
、

６

月

１
日
天

・
７
日

丱

・
2
9日

㈹

（
五

十

時
間

）
②

一
級
課

程

＝
６

月
～
1
0

月
（
百
三
十
時
間
）
　
会
場
総
合
福

祉
会
館
ほ
か
　
対
象
市
内
仕
住
で
、

全

日
程
受

講
可

能
な

人
な

ど

〔
た
だ

し

二
級

課
程
受

講
者

は
、

ヘ
ル

パ
ー

三

級
認
定

所

持
者
で

三
ヵ
月

以
上

経

過

し
、

な
お

か
つ
総

合
で
二

十
四

時

間
以

上
の
勤
務
活
動

実
績

が
あ

る
人

〕

定

員

①
五

十
人

②
三

十
人
（
各

抽
選
）

費
用
①
一
万
一
千
円
②
三
万
円
（
い

ず
れ
も

テ
キ

ス
ト
代

ほ

か
）

圃

４
月
1
6
日

原

〔
必
着
〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月

日

・
電
話
番

号
を

記
入
し

て

、
干

2
7
1

－
0
0
9
4

松
戸

市

上
矢

切
二

九

九
の

一

節
松

戸
市
福

祉
公

社
事

業
係

（
登
3
6
8・
2
9
4
1

）
　へ

手

賀

沼

の

環

境

教

室

５
月
８
日
・
1
5日
・
2
9日
、
６
月

５
日
の
各
土
曜
日
、
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
3
0分
　
会
場
手
賀
沼
親
水
広

場
　
内
容
手
賀
沼

の
自
然
観
察
を
通

し
て
環
境
問
題
を
考
え
る
　
対
象
高

校
生
以
上
の
人
　
定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

惠
４
月
1
3日
㈹
か
ら
、
電
話
で
県
立

水
の
館
公
０
４
７
１
・
8
4・
0
5
5
5

（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分
）
へ

屋

外

淡

彩
ス

ケ

ッ
チ

入
門

講

座

５
月
８
日
～
2
9日
の
毎
週
土
曜
日

〔
全
四
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午
　

会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
洋
画

家
・
菊
地
健
蔵
氏
に
よ
る
淡
彩
画
お

よ
び
ス
ケ
ッ
チ
の
基
本
指
導
　
定
員

先
着
三
十
人
　
費
田

二
千
円

圃
当
日
会
場
で

醫
土
曜
ス
ケ
ッ
チ
会

よ
心
村

登
3
8
7
・

健

康

づ

く

り

教

室

「

ス

ト

レ

ス

の

解

消

法

」

５
月
1
5
日

・
2
2日

、
６
月

５
日

・

1
2日

・
1
9日

の
各
土
曜

日
、

午
前
1
0

時

～
午

後
３
時

（
５
月
2
2
日

の
み
午

前
1
1
時
～
正
午
）
　
会
場
さ
わ
や
か

ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
（
柏

市
）
　

内
容

ス
ト
レ

ス

の
解

消
に

関
す

る
講
演

・

ア
ド

バ
イ
ス

な
ど
　

対

象
県
内

に
在

住

の
人

定
員
四

十
人

（
抽
選

）

費
用
無
料

惠
４
月
2
8
日

水

〔
必

着
〕
ま

で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月

日

・
電
話
番

号

（
明

る
い
県
民

づ

く
り
推
進
員
の
人
は
往
信
用
ハ
ガ
キ

に
「
県
民

づ
く

り
推
進
員
」
）
を
記

入

し

て

、

〒
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市

柏
の

葉
四
の
三
の
一
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ

ザ
研
修

課

（

昔
０
４

７
１

・
4
0

・
8
6
0
0

）
　
　
へ
　
　
・

外

国

人

の

初

級

日

本

語

教

室

昼
の
部

月
曜
日

＝
５

月
1
0日

～
７

月
1
2
日

、
水

曜
日

＝
５
月
1
2
日
～
７

月
1
4日

、
金

曜
日

＝
５
月
1
4
日
～
７

月
1
6日

、
日

曜
日

＝
５
月
1
6
日
～
７

月
1
8
日

〔
各

全
十

回
〕
午
前
1
0
時
～

正
午
夜
の
部
火
曜
日
＝
５
月
1
1
日

～
７
月
1
3
日

〔
全

十
回
〕

午
後
７

時

～
９
時

会

場
市
役
所

研
修

室

・
文

化
ホ
ー
ル
ほ
か
　
対
象
市
内
お
よ
び

近
隣

に
在
住

・
在
勤

・
在

学

の
人

費
用
二
千
円
（
交
流
協
会
会
員
千
円
、

ほ
か

に
教
材

費
四
千

五
百
円

程
度

）

※
お
近

く

の
外
国
人

に

お
知
ら
せ

く

だ
さ

い
。

惠

直
接

剛
松
戸
市
国

際
交
流
協
会
（
市

役
所

新
館

五

階

昔
巓

・
7
3
1
0

）

へ

「

関

さ

ん

の

森

を

育

む

会

」

創

立

三

周

年

記

念

講

演

会

４

月
1
0日

出

午
後
２

時
～

４
時

会
場

辛
谷
公

民
館

（
新
松

戸
駅
下

車

徒
歩
三
分
）
　

内
容
新
松
戸
の
緑
「
関

さ
ん
の
森

」
を

知

っ
て

い
ま

す

か

講
師
自
然
通
信
社
代
表
・
田
中
利
勝

氏
　
費
用
無
料

圜

関

さ
ん

の
森
を
育

む
会

・
関

登
3
4
1

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ー
イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

講

習

会

４
月
2
2
日
閑

～
平

成
1
2年

２
月
６

日

㈲

〔
全
二

十

二

回
〕
、
午

後
６

時

3
0分
～
＆

時
3
0
分

会

場
馬

橋
東
市

民

セ
ン

タ

ー
　

対
象

高
校
生

以
上

の

人
　

定
員
先

着
五

十
人
　

砦
岳
出
四
万

五
千

円

惠
電
話

で
松

戸
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

協

会

・
伊

藤

昔
3
4
2
・
7
4
1
9

へ

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

４
月
1
8
日

㈲
午

後
２
時

～
３

時
3
0

分
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱
駅

下

車
徒

歩
二
分

）
　

内

容

全
国
家

庭

婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
大
会

で

の
カ
ン

パ
リ
談
　

講

師
バ
レ

ー

ボ
ー
ル
チ

ー

ム

「
ど

ん
ぐ
り

」
代

表

・
亀
田
伎

世

子
氏
　
費
用
無
料

問

金

本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
公
誣

「たけのこ掘り」開園
期間4月10日出～5月５日竕

費用1㌔450円

巫午後7時～9時の間に、

新作地区＝斉藤農園登362-5042 、

紙敷地区＝湯浅農園登392-6432 へ

※予約が必要です。

[圉農政課農政係登366ﾜ328

お
知
ら
せ

前
期
親
子
で
遊
ぼ
う
会
・
移
動
児
童
館
参
加
者
を
募
集

曜日 時 問　　 ， ＼ 八　会 場　　　 ｊ 対象 定員 費用

火
午前10 時～11時 稔台市民センター ① 25人

無料

午後2時～3時 東部スポーツパーク ②

水

午前10 時～11時 常盤平児童福祉館 ① 15人

午前10 時～11時30 分 野菊野こどもホール ②

午後1時～4時30分 野菊野こどもホール ③

木

午前10 時～11時 常盤平児童福祉館 ②

午前10 時～11時 女性センターゆうまつど ① 25人

午後2時～3時 青少年会館
② -

金 午前10 時～11時 六実市民センター

チ

ャ

レ

ン

ジ

ク

ラ

ブ

会

員

募

集

５

月
～
９

月

の
①

第
一
土
曜

日

②

第
三

土
曜
日

、
各

午
後

２
時

～
４

時

会
場

①
六
実

市
民

セ
ン

タ

ー
②

常
盤

平
児

童
福

祉
館
　

内
容

ゲ

ー
ム
・
工

作

・
野
外
活

動

な
ど
　

対
象
小

学
二

～

六
年

生
　

定
員

各
十

八
人
（
抽

選
）

費
用
無
料
（
材
料
費
七
百
円
）

圃

４
月
1
0
日
田

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往

狠
（

ガ
キ
に

希
望
会

場
名

・
住
所

・
氏

名

（
親
子

）
　・
生

年
月

日

・
電

話
番

号

を
記
入

し

て

、

干
2
7
0
－
2
2

6
6

松
戸
市

常

盤
平
西

窪
町

十
二

常

盤
平

児
童

福
祉

館

（

昔
3
8
7
・
３
３
２

０

、
月
曜

休
館

）
　へ

愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血

推

進

協

議

会

）

４
月
６
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と

午
後
Ｏ
時
1
5分
～
３
時
3
0分

会
場

新
松
戸
駅
前

菖
健
康
課
検
診
係
3
6
6
・
7
4
8
7

対象…①平成7 年4月２日～8 年4月１日生まれの子と保護者（EIﾖし 込み制）②O歳～

就学前児童③幼児から18歳未満（⑩3）は自由参力［］で定員はありません）

期間…5月第2週～10月第2週の各曜日

内容…児童厚生員の指導のもとで集団あそび、体育遊び、保護者企画。児童厚生員

とゲーム・工作・手品などで遊んだり、自分たちで好きな遊びを楽しみます。

惠4月10 日出〔必着〕までに、往復ハガ半に希望会場名・住所・氏名（親子）・生年

月日・電話番号を記入して、〒270 ―2266 松戸市常盤平西窪町12 常盤平児童福祉館

（登■387―3320 、月曜休館）へ

※1世帯1通のみ申し込み（定員を越えた場合は抽選になります）

文

化

ホ

ー

ル
ギ

ャ

ラ
リ

ー
の

使

用

を

受

け
付

け

ま

す

４
月
1
4日
水
午
前
1
0時
3
0分
か
ら

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
他
用

期
間
６
月

2
9日
㈹
～
９
月

2
6日
㈲

持
ち
　
　
　
　

狸

揖

在

｝病

９ ４

会
教
育
関
係
団

体
登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

※
使
用
料
は
、
使
用
期
間
や
広
さ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

顏
文
化
ホ
ー
ル

登
3
6
7
・
7
8
1
0

高

齢

者

保

健
福

祉

計

画

’（
第

二

次

）

お

よ

び
介

護

保

険

事
業

計

画

策

定

委
員

会

４
月
９
囗
窗
午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
七
階
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
を
。

圃
介
護
保
険
準
備
室

登
3
6
6
・
７
３
７

伊

勢

丹

イ

レ

ブ

ン

ス

ポ

ッ

ト

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

伊

勢
丹
松

戸
店

で

は
、
市
内

の
各

種
サ
ー
ク
ル
や
同
好
会
の
作
品
発
表

の
場

と
し

て
利
用

で
き

る
、

イ
レ

ブ

ン
ス

ポ

ッ
ト

（
十

一
階

の
展
示

専

用

ス

ペ
ー
ス

）
を
左

記

の
期
間

、
無

料

で
開

放
し
ま

す
。

期

間
５
月
1
3
日

水
～

７
月
2
7
日

大

ニ

サ
イ

ク

ル
木

曜
日

～

火

曜

日

の

六
日

間
）

覬
伊

勢
丹

松
戸

店
売
出

計
画
担

当

昔

3
6
6
・
5
3
3
3

松

戸

少

年

少

女

発

明

ク

ラ

ブ

会

員

募

集

①
基

本
コ

ー・
ス

＝
毎

週
土
曜

日
午

後
２
時
3
0
分
～
４
時
3
0
分
②
ア
イ
デ

ア
コ

ー
ス

＝
毎
週
日

曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午
　

対

象
小
学

三
年

生
～
中

学

三
年
生
　
費
用
年
間
五
千
円

圉

４
月
3
0
日

窗
ま
で

に
、
各
小

・
中

学

校
に

あ

る
申
込

書

を
郵

送

で
2
7
1
－

0
0
9
2
松
戸
市
松
戸
一
三
〇
七
の

一
松

戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
四

階
文
化

ホ

ー

ル
内

松
戸
少

年
少

女
発

明

ク
ラ

ブ
・

柴
田
（
0
3
8
7・
3
4
0
4

）

へ

再生自転車を即売します
日時…4 月１１日（日卜13 日（火） 午前8 時30 分～午後3 時

会場…生きがい福祉センター（右図参照）

販売台数…50 台 （売り切れ次第終了）

価格…ﾜ,000円～ 几000 円　　　　　
こしんやま

交通…五香駅東口から新京成バス「小新山」行きまた

は「柏陵高校」行きで新栄町入口下車

圜］㈹松戸市シルバー人材センター登384 ―3191

F ※タイト ルが 色刷 りの ものは 、市 等 の主催 です 。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1･111

‘代表FAXは……363-3200

（松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す ）

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

l市のホＴムページは…Ｔhttp://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/

分

会
場
女

性

セ

ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

容

「
女

性
の

パ
ワ
ー

が
活

き

る
ま
ち

へ
」

ほ

か
　

講

情報



催

し

物

星

空

観

望

会

４
月
2
4
日
田
①
午
後
６
時
～
６
時

5
0分

＝
星

空
解

説
②

午
後
７

時
～

８

時
3
0
分

＝
天
体

望
遠

鏡
で
星

空
を

観

望

〔
雨
天

・
曇
天

時

は
、
室

内

で
天

文

現
象

や
ニ
ュ

ー
ス

〕
　

会

場

市
民

会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

・
屋
上

定
員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

巫

電

話
で
市

民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
室

昔
3
6
8・
1
2
3
7

へ

松

戸

民

演

発

表

会

４
月
1
8日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
８

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
9
1
一

内
容
歌

と
踊
り
の
春
の
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー

費
用
無
料

圜
松
戸
民
演
連
盟

・
成
嶋
公
3
4
1
・
３

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

催
し
物

行 事 日 時 内 容 会 場 費 用 定員

エンジョイ・ウ

ィークエンド
4/24圉
午前10時から

手賀の丘公園の樹木観察

とプラネタリウム上映

手賀の丘少年

自然の家

無料

パークフェスタ

5/2([])
午前9時から

模擬店・野草展ほか 手賀の丘公園

5/8圉
午前9時から

フリーマーケット・ニュ
ースポーツの体験ほか

手賀の丘少年

自然の家

手賀で米作り・

おもちつき

5/9、6/13、10/3 ・ 31

各日曜日午前9時から

田植えから刈り入れ・も

ちつきまでを体験

手賀の丘少年
自然の家ほか

1家族

約6,000円

先着
20 家族

※5/8(±)パークフェスタフ リー マー ケッ トの出店 者を 募集 （1 区画500 円）し ます。

匝電 話で手 賀の 丘少 年自 然の家.00471-91- ■ 1923 (エンジョイ･ ウィークエンドは当日直接 会場）へ

借

地

借

家

の

無
料

相

談

４
月
1
3日
天
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

醫
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

3
4
5
・
3
5
4
8

フ

ォ

ト

サ

ー
ク

ル

ア
イ

リ

ス

写

真
展

示

会

４
月
1
4日
水
～
1
9囗
丱
午
前
1
0時

～
午
後
６
時

（
初
日
は
午
後
１
時
か

ら
・
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ウ
ィ

ン
ス

（
新
松

戸
ダ
イ
エ
ー
脇
）
　
費
用
無
料

醫
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
ア
イ
リ
ス
・
田

辺
昔
3
3
0
・
4
7
6
6

と

も
し

び

読

書

会

４
月
1
5日
閑
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

ゆ
ひ
　
　り
り
ょ
う
し

テ
キ
ス
ト
「
由
熈
」
李
良
枝
著

費

用
三
百
円

圃
電
話
で
徳
島

登
3
8
8
・
1
8
8
0

へ

喜

楽

家

バ

ザ

ー

４
月
2
5日
㈲
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園
（
雨
天
の
場
合

は
喜
楽
冢
で
）

※
物
品
の
提
供
や
、
お
手
伝
い
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
買
物
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

譬

咎
楽
家
昔
3
4
4
・
9
9
5
1

（
月
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

寺

島

文

化

会

館

展

覧

会

①
４
月

８
日

水

～
2
0日
天

②

４
月

2
2日
米

～
2
7日

㈹

、
午
前

９
時

～
午

後
９
時

（
土
曜

、
日

曜
日

は
午

後
５

時
ま
で
）
　

会
場

寺
嶋
文
化
会
館
（
柏

駅
下
車

徒
歩
三

分

）
　

内

容

①
岩
崎

秀

太

・
絵
画

展
⑦
堀

越
満

代

・
書
道

展
費
用
無
料

醫

㈱
寺
島
文

化
会
館
ａ

０
４

７
１

・

Ｇ

・
6
1
5
3

水

と

み

ど

り

・

歴

史

の

回

廊

づ

く

り

の

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

４
月

３
日

㈲
午
後

１
時
～

３
時

会
場
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
内
容
①

講

演

「
松

戸
市

緑

の
基
本
計

画

に
み

る
回
廊
づ
く
り
」
②
ミ
ニ
ン
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
お
も
し
ろ
い
ソ
！
松
戸
発
・

市
民
が
競
う
水
と
み
ど
り
と
歴
史
を

た
ど
る
回
廊
プ
ラ
ン
づ
く
り
」

③
「
み

ん
な

で
競

い
ま
し

ょ
う

回
廊

プ
ラ
ン

づ
く
り
」
の
募
集
容
量
案
の
説
明

※
市

民
に

よ
る
回

廊

づ
く

り
推

進

プ

ラ
ン
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人

を
募

集
し

ま
す
。

羆
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
事
務
局

・
松

岡

容
3
6
6・
6
1
1
3

松

戸

子
ど

も

劇

場

鑑

賞

会

「

三

人
で

あ
そ

ぼ
」

①
４
月
1
6日
窗
午
後
５
時
～
６
時

②
４
月
1
7日
出
午
後
２
時
2
0分
～
３

時
2
0分

会
場
①
森
の
ホ
ー
ル
2
1②

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
各
三
千

三
百
円

鬪
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
兼
松

登
3
8
6
・

9
1
5
4
　（
昼
間
の
み
）

21世紀の森と広場

パークセンター

催し物

圉電話でパークセンターS345-

8900へ（先着順）

春
草
花
の
寄
せ
植
え
と
園
芸
教
室

ベ
イ
エ
リ
ア
矯
正
展

４
月
2
1日
出

・
2
5囗
㈲
午
前
1
0時

～
午
後
５
時
（
2
5
日
は
午
後
４
時
ま

で
）
　
会
場
幕
張
メ
ッ
セ
ー
イ
ペ
ン

ト
ホ
ー
ル
　
内
容
①
刑
務
所
・
少
年

院
・
少
年
鑑
別
所
の
娘
介
②
運
転
適

正
検
査
と
性
格
診
断
③
全
国
刑
務
所

作
業
製
品
即
売
会
　
費
用
無
料

鬪
千
葉
刑
務
所
昔
帽
・
2
3
2
・
６
０
７

松

戸

混

声

合

唱

団
「

メ

サ

イ

ア

」

演

奏

会

４
月
1
8
日

㈲
午

後
２
時

～
４

時

会
場

市
民
会
館
　

内

容
ピ

ア
ノ
と

オ

ル

ガ
ン
伴
奏

と
西

野
薫
氏

（
ソ
プ
ラ

ノ
）
　・
与
田

朝
子
氏

（
ア
ル
ト

）
に

よ
る
独
唱
　
費
用
千
円

鬪
松
戸
混
声
合
唱
団
・
朝
倉
昔
3
4
3
・

松

戸

女

声

合

唱

団

演

奏

会

４

月
1
0
日
出
午

後
２

時
～
４

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
費
用
無
料

罸
松
戸
女
声
合
唱
団
・
水
沼
昔
3
8
4
・

３
1

にａ

７

９

，　　　 行事名 日 時　　　 、、 講 師 教材費 定員

み
どりの講習会「春草花の

ハンギングバスケット」

4/180日)

午後1時30分～3時30 分

ガーデナー

丸尾三恵子氏
2,000円 30 人

みどりの講習会「春のハー
プの育て方と楽しみ方」

24仕）
午後1時30分～3 時30分

ハープ研究家
桐原春子氏

無料

80人

園芸教室

｢5・6月の園芸作業｣

25 ⑧

午後1時30分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

各

40人

園芸教室
｢春のガーデニング｣

5/ 4㈱
午後1時30分～3 時

みどりの相談員

青島尚祐氏

園芸教室
｢クンシランの育て方｣

15仕）
午後1時30分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

市

民
ハ

イ

キ

ン

グ

講
習
会
５
月
1
1
日
～
６
月
1
日
毎

週
火
曜
日
（
５
月
2
5
日
を
除
く
全
三

回
）
午
後
７
時
～
９
時

会
場
市
民

劇
場
ほ
か
　
登

山
日
５
月
2
3
日

襾

行
き
先
大

菩
薩
峠
　
対
象

六
十
歳
以
下

の

健
康
な
人

定
員
先
着
二
十
人

費

用
一
万
円
（
受
講
費
・
交
通
費
・
保

険
料
含
む
）

松
戸
市
域
南
部
札
所
史
跡
め
ぐ

４
月
1
1
日
㈲
午
後
１
時
、
松
戸
駅

西
目
か
ら
く
り
時
計
前
集
合

〔
雨
天

中
止
〕
　
コ
ー
ス
松
戸
駅
西
口
～
吉

祥
寺
～
宝
光
院
～
円
慶
寺
～
西
蓮
寺

な
ど
を
徒
歩
約
五
㌔
を
約
三
時
間
半

で
め
ぐ
る
　
費
用
三
百
円

惠
当
日
会
場
で

鵞
松
戸
史
談
会

・
神
尾

昔
3
4
1
・
２
４

匣
４
月
1
5日
米
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
　

山

野

草

展
示

会

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
　
　
４
月
1
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
４

話
番
号
を
記
入
し
て
、
干
3
1
0
0
　

時

会
場
常
盤
平
会
館
（
常
盤
平
体

０
３
松
戸
市
東
平
賀
二
八
の
二
松
戸
　
育
館
隣
り
）
　
　
費
用
無
料

山
の
会
・
北
川
レ
イ
子

（
昔
3
4
1
・
９
　

鵞
と
き
わ
草
遊
会
・
山
根

昔
3
8
7
・
４

８
２
０
、
午
後
７
時
～
９
時
）
へ
　
　

４
５
６

ス
ポ
ー
ツ

「
み

ど

り

の
日

」
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

テ

ニ

ス

大
会

４
月
2
9日
㈲
〔
予
備
日
５
月
９
日

㈲
〕
　
会
場
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

種
目
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
　
費
用
一

組
六
千
円

惠
電
話
で
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
昔
3
6
2

・
3
0
4
7

へ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室名 日時 会 場 対象 定員 費用

インディアカ

4/17 ～5/22 の毎週土曜

日〔5/1 を除く全5 回〕

午後7時～9時

柿ノ木台小

学校体育館 ラ

ｽｸ

先着

30人
無料

フライング・

ディスクゴル

フ

4/25 ～6/6 の毎週日曜

日〔5/2 ・ 30を除＜全5

回〕午前10 時～正午

金ケ作公園

ジ

ャ

ズ

ダ
ン

ス
体

験

教

室

４
月
1
6日
～
3
0日
の
毎
週
金
曜
日

〔
全
三
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
　対
象
初
級
か
ら
中

級
程
度
　
費
用
一
回
二
千
円

圃
電
話
で
ダ
ン
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
2
1・

浦
部
容
3
6
2
・
3
9
7
3

へ

匣直接または電話でスポーツ課

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

４
月
1
8日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
　
費
用
無
料

奈
鉛
筆
持
参

圉
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導
委
員

・
加
藤
登
3
4
3
・
９

８

３

０

「

リ

ズ

ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

」
体

験

教

室４
月
1
0
日
～
2
4
日
の
各
土
曜
日
〔
全

三
回

〕
午

後
３
時

～
４

時
3
0分

会

場
青
少
年
会
館
　
対
象
小
学
校
高
学

年
以

上
の
人

定
員

先
着
三

十
人

費
用
五
百
円

巫

電
話

で
リ

ズ
ミ

ッ
ク
カ

ン
フ

ー
新

松
戸

・
屋
代

昔
3
6
2
・
8
0
7
1

（
午

後
８

時
以

降
）
　へ

おはなし キャラバン

期 日 会 場 時 問 プログラム

4/14fek)図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

15 ㈲ 新松戸市民センター 午後3時～4時
アニメーション・人

形劇

1欧 小金原市民センター 午後3時～4時
アニメーション・人
形劇

21伽 小金分館 午後3時30 分～4 時 絵本ほか

22㈲ 常盤平市民センター 午後3時～4時
アニメーション・人
形劇

2紜 六実市民センター 午後3時～4時
アニメーション・人

形劇

2衂 図書館本館 午後3時30 分～4時 絵本ほか

5/ 3
こどもまつリ

(21世紀の森と広場)
未定 人形劇ほか

春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　

体
力
テ
ス
ト

匣
４
月
2
4日
出
午
後
６
時
3
0分
か
ら

運
動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
行
わ
れ

る
代
表
者
会
議
で

圃
松
戸
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
永

野

登
3
4
7
・
3
2
1
3

「
手

具

体

操
」
　一
日

体

験

４
月
８
日
困
①
午
後
４
時
～
５
時

1
5分
②
午
後
５
時
1
5分
～
６
時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館

対
象
小
学
生
の

女
子
①
低
学
年
②
高
学
年
持
ち
物

運
動
で
き
る
服
装
と
上
履
き
　
春
用

無
料
圉
当
日
会
場
で

鵞
リ
ボ
ン
ク
ラ
ブ
・
桑
原

昔
3
4
7
・
８

対象3～9歳　費用無料

※アニメーション「ふしぎなヴァイオリン」・人形劇「ぶんぷくちゃがま」

※図書館利用カードをお持ちになれば､本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバン」公3刀 －0000 もご

利用＜ださい。

［圃市立図書館Q365 ―引15

大会名 日 時 会 場 対象 費用

春季レディース

ソフトボール大

会

4/25日

〔予備日4/29 ㈲〕

午前8時30分から

江戸川河川敷

ソフトボール

場

18歳以上の

女性のチー

ム

1チーム

5,000円

京葉ガス杯争奪

松戸市レディー

スソフトボール

大会

6/6(日)

〔予備日6/13(1日)〕

午前8時30分から

聖徳大学附属

高等学校グラ

ウンド

高校生以上

の女性のチ

ーム

無料

匣]4月10日田 午後2時から運動公園武道館会議室で行われる代表者会議で

圜松戸市レディースソフトボール連盟・藤沢0391 ―5236

広報まつど1999 年(平成11年)4月5日

４
月
1
8日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　
内

容
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前

屈
な
ど
　
費
用
無
料

惠
当
日
会
場
で

鵞
体
育
指
導
委
員
・
香
川

昔
3
4
3
・
５

レ

デ

ィ

ー
ス

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
大

会

会場パークセンター

曜
日
、
午
前
９
時

試
合
開
始

会
場

江

戸
川
河
川
敷
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場

対
象
市
内
在
住
・

在
勤
者
で
編
成
さ

れ
た
チ

ー
ム
　
費

用
一
般
男
子
一
チ

ー
ム
一
万
円
、
一

般
女
子
一
チ

ー
ム

七
千
円

５
月
９
囗
～
６
月
1
3囗
の
毎
週
囗
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楽しく学ぼう

成人講座 第１期
対象…市内在住・在勤・在学の16 歳以上の人

申し込み…4月12日月〔必着〕までに、往復ハガキに講座名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号

を記入して、〒271-0094松戸市上矢切299の1総合福祉会館内矢切公民館へ〔ただし、「女性のため

のＤＩＹ 」と「不登校を考える」の保育希望者（各2 歳以上10 人 まで・無料）は 、子どもの名前・年

齢を 、「家族で自然体験」は 、家族全員の名前・年齢を記入してください］

※返信用ハガキにもあて名を記入してください。

※往復ハガキ１枚につき１講座（本人のみ）で申し込んでください。定員を超えた講座は初めての人を

優先し、抽選します。定員に満たない講座は、4月16日金から電話で受け付けます。

問矢切公民館℡368-1214

＼ 講　　座　　名 日　　程 時　　間 会　　場 講　　　　　　 師 費用/持ち物 定　員

昼

間

講

座

人間関係をつくる話し方 5/10～6/28 の毎週月曜日〔全8回〕 午後1時３ 分～3 時３ 分 矢切公民館
日本ヒューマンリレーションズ研究会
名誉会長　　　　　　 金光達太郎氏ほか

教材費1,000 円

/筆記用具
30人

女性のためのＤＩＹ（電気・

車の点検、網戸の張り替え）
5/31～6/21 の毎週月曜日〔全4回〕 午前10 時～正午 矢切公民館 関東電気保安協会職員ほか 無料/筆記用具 25人

鎌倉彫り 5/11～7/13 の毎週火曜日〔全10 回〕 午後1時30分～3時30分文化ホール 富岳会講師　　　　　　　　 石井富岳氏
材料費3,270 円・彫

刻刀(2本)4,210 円
20 人

文学散歩
5/18～6/29 の毎週火曜日〔全6回〕

(6/1を除く)
午後1時～4 時 東京都内ほか 元市立中学校校長　　　　佐久間俊行氏

交通費・入館料等

実費
20人

はぎれで帽子づくり
5/18～6/29 の毎週火曜日〔全6回〕

(6/1を除く)
午後2時～4時　　　　　タウンスクール根木内　根
木内小学校内

生涯学習インストラクタ－
山下幸子氏ほか

無料/筆記用具・は

ぎれ
25人

不登校を考える 5/12 ， 26、6/9 ・ 23 ・ 30の水曜日 午前10時～正午 青少年会館 元小学校校長　　　　　　 三輪多恵子氏 無料/筆記用具 20人

救急救命講習(二十世紀が丘) 5/19 ～6/2の毎週水曜日〔全3回〕 午前10時～11時30分　二十世紀が丘市民セン
ター

二十世紀が丘消防署職員 無料/筆記用具 30人

救急救命講習（六実） 6/4～18 の毎週金曜日〔全3回〕 午前10 時～11 時30 分 六実市民センター別館 六実消防署職員 無料/筆記用具 30人

自然環境講座
5/13 ・ 20、6/3 ・ 10 ・ 24、7/8の木

曜日
午後１時～4時　　　　　，市内外 千葉県環境学習アドバイザ－

中岡丈恵氏ほか
交通費・人館料等

実費
25人

映画と文学 5/14 ・28 、6/11 の金曜日 午前10 時～正午 文化ホール 青山学院大学講師　　　　　 赤塚雅己氏 無料/筆記用具 20人

夜
間
講座

戦国時代の女性の人生

～秀吉と家康の家族たち～
5/26～6/30 の毎週水曜日〔全6 回〕 午後7 時～8 時45 分 市民劇場

つくば国際大学附属高校非常勤講師

斉藤晶子氏
無料/筆記用具 50人

国際理解講座 6/4～7/2 の毎週金曜日〔全5回〕 午後7時～8 時３ 分　　 女性センターゆうまつど 松戸国際親善大使ほか 無料/筆記用具 30人

週

末

講

座

お父さんのピアノ教室
(電子キーボードでレッスン)

5/15 ～7/17 の毎週土曜日〔全10回〕午後1時30 分～3 時 矢切公民館 ピアノ教室講師　　　　　　 山口美保氏
教材費2,000 円

/筆記用具
初心者10人

アジアの食文化 5/15 、6/5、7/3の土曜日 午前10 時～午後2時 市民会館 千葉大学留学生ほか
教材費3,000 円

/筆記用具
20人

男の料理教室
5/15 、6/12 、7/10 、9/18 、10/9 、

11/13 、12/11の土曜日
午前10 時～午後2時 市民会館 東京家政大学講師　　　木村民恵氏ほか 教材費6,000 円 男性30 人

家族で自然体験 4/24土、5/8土・9日 午前10 時～正午
矢切公民館、市外( 現

地集合)
アウトドア・アドバイザ－

小野勝重氏ほか

入場料等実費

/筆記用具
10家族

読み・書き学級（識字学級） 受講生と相談の上、日程等を決定 社会教育指導員 無料/筆記用具 若干名

人権尊重都市宣言記念講演会

｢女性と人権｣ 4/23金

松戸市は、世界人権宣言50 周年を記念して、昨年12 月10

日に「人権尊重都市宣言」を行いました。

これを記念して、元文部大臣の赤松良子さんを講師に迎え

て講演会を開催します。

皆さんのご来場をお待ちしています。

問市民相談室人権担当℡366-7319

日時…4月23日金午後3時30分～4時45分

会場…市民会館　　　　　　　　　　　

講師…文京女子大学教授・赤松良子氏　　

対象…市内在住の人　　　　　　　

定員…当日先着100 人　　　　　　　　　　

費用…無料

※保育あリ(2歳以上先着20人･ おやつ代200 円、

4/16金までに要予約)。手話通訳あり

(国連の人権のロゴマーク)

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院 、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所丿木日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内し ています〕

℡366 －0010

平 日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

･夜間急病診療所 ℡368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

℡365-3430

衛生会館内　午後8時～11時

※終了時間間際に来られるときは、あ

らかじめ電話確認を

４月の相談あんない 相談はすべて無料です　

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問

市政･一般
月～全曜日

午前8時3(〕分～午後5時
市民相談室

市民相
談室℡
366
-73
19※
一般相
談＝金
銭・身
の上・
相続・
離婚等
家庭問
題の相
談

人権相談

第1～第4全曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ千ー葉
地方
法務
局松
戸支
局　
市援
護課
庶務
係℡
36
6-
73
47

交通事故 午前9時～午後5時 5月 馬橋支所

6火 六実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市役
所相談
コーナ
ー

6火 小金支所

常盤平支所
第1月曜日 午前9時～正午

7水
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

7水 新松戸市民ｾﾝﾀ －

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 次回は〔5/6木〕 小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278)でも行っています。

不動産相談 毎週水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4全曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ社ー会
福祉
協議
会℡
36
8-
05
03

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 5月 馬橋支所

6火 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

6火 小金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
7水・21水 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089)でも行っていますo 7水 ・21水 新松戸市民ｾﾝﾀ －

巡

回

年

金

相

談

次回は〔5/7金〕

午前10時～午後3時

常盤平支所 国民年金
課摘要係
℡366
-735
2　※左
記以外の
日は国民
年金課へ

15木 小金原市民センター

6火 小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センタ－

(相談室直通)

℡363-0505

9金 小金原支所 第2～第4木曜日

13 火 馬 橋方 所 第1木曜日 午後2時～8時

16金 六 実 支 所
女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

パ ー ト 労 働

悩みごと相談
6火

午後1時30分～

午後4時30分
女性センター
℡364-877820火 新松戸 支所

23金 矢 切 支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所
℡366-746127火 東 部支 所 教育相談( 予約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀ-
℡365-6565

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年センター
℡363-7867

育 児 相 談

(すくすくテレフォン）
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
℡367-4646

青少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年センタ－

℡366-7464

※住宅課℡366-7366 、商工観光課℡366 7327

お気軽にご相談ください
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